
                     
 

第 201号（令和２年 10月１日）      
  

     信州の山岳遭難現場と全国の登山者をつなぐ  

                     の「山岳通信」 
この通信は長野県の山岳地域で発生した遭難事例をお伝えし、「安全登山」のための情

報提供をしています。（詳細は以下のとおり） 

 

長野県では、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため「入山注意報」を発表しています。  

長野県 山岳情報サイト https://www.pref.nagano.lg.jp/kankoki/sangaku/index.html 

 

山小屋営業期間短縮の場合あり 
携帯トイレを持参し、山岳環境保全に御協力を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生状況 

日付 場所 
年

齢 

性

別 
態様 死傷別 概要 

9月 23日 常念岳 54 男 発病 死亡 仲間と 3名で下山中、発病 

島崎 三歩 
特別隊員  

長野県警山岳安全対策課からのワンポイントアドバイス  

9月 4週は 3件の山岳遭難の発生がありました。 

長野県内の山は紅葉が始まり本格的な秋山のシーズンを迎えています。秋山は暑すぎず、寒すぎ

ず登山には最適ですが、その反面で、日没が早くなり、天候がひとたび崩れると冬のような寒さにな

り、雪が降ることもあります。登山をする前は、必ずヘッドライトや防寒具を携行するとともに、登山前

から行動中まで、こまめに天候を確認し、決して無理、無謀、無茶な登山を行わないようにしてくださ

い。 

また、今週は、きのこ採り中の道迷いによる遭難が発生しています。特にきのこ採りは、高齢の方が

多く遭難していますが、家族の方々の一言で防げる遭難も多くあります。もし、家族できのこ採りをする

方がいましたら、なるべく単独行動は控えさせるとともに、入山場所と予定を必ず確認してください。ま

た、万が一に備えて携帯電話やヘッドライト、防寒着などは必ず携行するように伝えてください。 

なお、県内では熊の目撃や負傷事案が発生しています。行動中は鈴やラジオなどを携行し、テント

場では、食料やゴミなどを外に放置することのないようにしましょう。 

長野県では、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため「長野県内入山注意報」と、「登山者への 5

つのお願い」を発表しています。登山者の皆さんは、十分にレベルを落とした山域を選び、感染防止対

策にご協力をお願いします。 

23 日、北アルプス常念岳において、男性（54 歳）が下山中に体調不良により行動ができなくなる山岳遭難

が発生し、岐阜県警ヘリで救助しました。 

https://www.pref.nagano.lg.jp/kankoki/sangaku/index.html


9月 26日 北佐久郡立

科町大沢山 

70 男 道迷い 無事救出 単独できのこ採り中、道に迷い、行動不

能 

9月 26日 雨飾山 52 男 疲労 無事救出 仲間と 2名で下山中、疲労により行動

不能 

 

令和２年中の山岳遭難発生状況（令和２年１月１日～９月 27 日） 

区分 発生件数 死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 内）死傷者 

令和２年 134 19 1 64 61 145 84 

平成 31（令和元）年 238 18 8 134 99 259 160 

前年同期比 -104 +1 -7 -70 -38 -114 -76 

内）BC -1 ±0 ±0 -1 -3 -4 -1 

内）山菜キノコ採り -6 -2 -1 +1 -7 -9 -2 

 

山域別発生状況 

区分 件数 
件数 

比率 
死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 

北アルプス 

槍穂高 13 9.7% 2   10 2 14 

後立山 32 23.9% 4   18 13 35 

その他 20 14.9% 4 1 7 8 20 

計 65 48.5% 10 1 35 23 69 

中央アルプス 6 4.5% 1   1 5 7 

南アルプス 4 3.0%     1 6 7 

八ヶ岳連峰 24 17.9% 4   14 6 24 

その他の山岳 35 26.1% 4   13 21 38 

計 134   19 1 64 61 145 

 

  

26 日、北佐久郡立科町の大沢山において、男性（70 歳）が道に迷い行動ができなくなる山岳遭難が発生

し、27日に佐久警察署員が救助しました。 

26 日、北安曇郡小谷村の雨飾山において、男性（52 歳）が下山中に疲労のため行動ができなくなる山岳

遭難が発生し、北アルプス北部地区山岳遭難防止対策協会小谷班救助隊員が救助しました。 



態様別発生状況 

区分 件数 
件数 

比率 
死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 

転・滑落 36 26.9% 6   31   37 

転倒 26 19.4%     26   26 

病気 8 6.0% 4     4 8 

道迷い 25 18.7%       29 29 

落石 2 1.5%     2   2 

雪崩 4 3.0% 1   3   4 

落雷   0.0%         0 

疲労凍死傷 17 12.7% 1     18 19 

不明・他 16 11.9% 7 1 2 10 20 

計 134   19 1 64 61 145 

 

男女別・年齢別比率 

区分 

男性 (人) 女性 (人) 男女計 

死

者 

不

明 

負

傷 

無

事 
計 比率 

死

者 

不

明 

負

傷 

無

事 
計 比率 

人

数 
比率 

19歳以下     1   1 

24 

21.4％ 

        0 

9 

27.3％ 

1 

33人 

22.8％ 
20代     2 8 10       3 3 13 

30代 1   7 5 13     3 3 6 19 

40代 3   10 8 21 52 

46.4％ 

    5   5 13 

39.4％ 

26 65人 

44.8％ 50代 2   15 14 31 2   5 1 8 39 

60代 6   4 7 17 36 

32.1％ 

    4 1 5 11 

33.3％ 

22 47人 

32.4％ 70以上 4 1 5 9 19 1   3 2 6 25 

計 16 1 44 51 112   3 0 20 10 33   145   

比率 77.2% 22.8%   

 

内容は長野県警察本部の発表時点のものです。 

 

 

 

＝発行：長野県山岳遭難防止対策協会＝ 

＊本通信に関するご質問・ご意見は「長野県観光部山岳高原観光課」mt-tourism@pref.nagano.lg.jp
までお寄せください。 


